
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島根町出身の高校生 上山愛加さんたち高校生が脚本

を自ら製作し、演劇に挑戦します。この演劇は２年目となり、

昨年度は東出雲町（上意東の干し柿について）で開催し、

今年は島根町の「加賀の潜戸」と「小泉八雲」が題材となっ

て開催します。 

 上山さんは、小学生のときに学習した加賀の潜戸につい

てもっと知りたいと思い、調べていくうちに小泉八雲につな

がりました。この「加賀の潜戸」と「小泉八雲」のつながりに

ついてみんなに知ってほしい、また、演劇にしてみんなに見て

もらい地域を盛り上げたいと考え、今回の演劇開催につな

がりました。高校生が「地域のために何かしたい」という思

いが２年目を迎えます。 

 なお、この活動は、高校生の演劇プロジェクト『あめいろ』

というグループを結成し、実施しています。メンバーは４つの

高校（松江北、松江工業、松江商業、安来）、大学生・社会

人で構成され、舞台演出や広報など高校生が中心となって

取り組みます。 

≪内容≫ 

◇紙芝居 昨年度の演劇を紙芝居に 

「ヨシヒコの宿題～上意東の柿のルーツ探ってみた～」 

◇潜戸太鼓 H25に地元メンバーで結成 

◇演劇 「魂のふるさと 加賀の潜戸 

～小泉八雲が愛した蒼の洞窟～」上演 

高校生演劇リーダー 上山愛加さん 

               （島根町出身高校生） 

≪練習のようす≫ 

 

あめいろ HPから申込 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（山田祐司） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

バックナンバー

はこちらから 

 「松江城授業プロジェクト」は、令和元年度から始まりました。今年度も市内小・義務教育学校６年生が参加し、

松江城と松江歴史館を見学します。今年度は、６月１６日（金）の八雲小学校からスタートし、１１月にかけて実施し

ます。ふるさと松江の代表的な「ひと・ 

もの・こと」に触れ、松江のことを考え 

る学習を市内の６年生全員が行うこ 

とは意味があると思います。 

 また、市内の６年生は、松江歴史館 

で申し込めば、歴史館の年間無料パ 

スポートがもらえます。これを機会に松 

江の歴史にも興味関心を持ってもらえ 

れば嬉しいです。 

 ６月１９日（月）に生馬小学校で標記の会を実施しまし

た。この会は生馬青少年を育てる会（生馬青少協）が企画

し、以前は放課後に希望者を募って実施していましたが、

昨年度から学校と連携し授業の時間を使い、５・６年生全

員を対象に 

「生馬地区のみなさんを笑顔にするために自分たち

にできることは？」 

「生馬地区を盛り上げるために何かできないか？」 

ということについて子どもと大人が真剣に話し合いました。

子どもたちは、「地域のみんなを笑顔にしたい！」「昨年の

活動を見ていたが、今年は自分たちがする番になってワク

ワクしている」など、子どもたちのやる気を感じました。 

 そして、その日の放課後に内容を深めるために、会場を

公民館に移して具体的なイベント内容を考えました。今ま

で取り組んできた生馬行燈（３年目）に加え、「みんなが

楽しめるお祭りをしたい」など意見がでました。子どもたち

は地域のために何ができるか考え、今後、行動してきます。

その取組を生馬青少協は支え、共に活動していきます。 
生馬公民館で更にリーダー会 第２弾！ 

生馬小５・６年生へ青少協メンバーから本気のお話 

お城は何のために建てたのだろう？玉湯学園 石垣に付いているマークを探そう！八雲小 
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